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2020 年に東京経済大学に入学してから、早くも 4
年が経ちました。私が入学した年は、新型コロナウ
イルスの影響もあり、多方面において対面活動が制
限された「我慢の年」でした。しかし、そのような
状況下でも、周囲の方々のサポートもあり、積極的
に様々な事に挑戦する事で価値観を広げる事が出来
た 4年間であったと思っています。
授業に関しては、専攻分野であるマーケティング
を中心に履修しました。「マーケティング」と一口
に言っても内容は多岐に渡り、販売戦略から流通、
消費者心理、経営統計まで幅広く学習しました。私
は当初、仕掛けづくり等の戦略分野に関心を抱いて
いましたが、勉強を進めていく上で「統計学」に興
味が移っていきました。結果的に、興味が転じて、
就職先でもデータ利活用関連の職種でオファーをい
ただきました。その他の授業に関しても、学部横断
で「国際貿易」や「言語学」、「政治学」等多くの分
野について勉強し、教養を身につけると共に、視野
を広げる事が出来ました。
アドバンストプログラムでは、グローバルキャリ
アプログラムに所属し、実践的な英会話を中心とし

て英語学習を進めていました。英語を「使って」社
会学や経営学を学習する事で、英語をツールとして
使いこなせるレベルまで昇華させる事が出来まし
た。留学中も、ストレスなく論文作成やリサーチ、
発表を行う事ができ、在学中に飛躍的に英語力を向
上させる事が出来たと実感しています。
ゼミ活動では、個人研究発表を複数回行い、最終
的に満足のいく卒業論文を執筆する事が出来ました。
課外活動では、企業の特許を活用したアイデアコン
テストに参加しました。中間報告会を経て、技術面・
費用面といった 2つの側面から自分たちのアイデア
の実現性、加えて独創性を再評価し、質を向上させ
ていきました。発表当日には、審査員の方々からお
褒めの言葉をいただき、特別賞を受賞しました。
制限の多い状況下でも、多くの事に果敢にチャレ
ンジする事が出来ました。しかし、これは「葵友会
奨学金」をはじめとした大学側の支援制度、並びに
教授の方々、両親のサポートがあったからであると
痛感しています。今後も、進一層の精神を胸に、業
務に邁進する事で価値を創造していきたいと考えて
います。� （日本電気株式会社（NEC）勤務）

　挑戦と感謝の大学生活

蛯名　清隆（経営学部流通マーケティング学科 2024（令 6）3月卒業）
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